
奈良大学博物館
NARA UNIVERSITY MUSEUM

https://www.nara-u.ac.jp/museum/

主催　奈良大学博物館／後援　高野町・高野町教育委員会

■高の原駅前バス停から以下のいずれかに乗車。
１番のりば：奈良大学構内 → 奈良大学構内下車 ※授業日のみ運行
　　　　　　学園前駅　　 → 奈良大学下車 ※朝９時までの運行
３番のりば：右京神功循環・内回り → 神功南口下車（徒歩２分）
■徒歩（18分）

【近鉄「高の原駅」からのアクセス】※ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。

　〒631-8502 奈良市山陵町 1500
　　　　TEL.0742-44-1251

FAX.0742-41-0650

開館時間／９時～ 16 時 30 分
（土曜日は 12 時まで）

休館日／日曜日・祝日
入場無料

5/27［月］～7/27［土］
令和 6年（2024） 
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地蔵菩薩立像
個人蔵　室町～江戸時代

太田古朴（1914～2000）

企画展　太田古朴が見た山里の文化財
―高野山麓・細川八坂神社の仮面群―

　太田古朴は、大正3年（1914）吉野町に生まれ、新納忠之介が院長を務めた奈良
美術院で仏像修理を学び、その後独力で各地の仏像や石造物を盛んに調査して、
修理や研究を行いました。それらの成果は雑誌『史迹と美術』誌上や綜芸社から
発行した多数の著書で発表しています。
　平成12年（2000）の逝去の後、残された仏像修理に関わる資料が鈴木喜博氏（奈
良国立博物館名誉館員、本展協力者）により見いだされ、一部が令和2年（2020）に
奈良市史料保存館にて公開されました。その後奈良大学美術史研究室（担当大河内
智之准教授）が引き継いで図面や写真等の整理作業を行っています。
　本展ではこれら資料から太田古朴の代表的な仏像修理と研究の事例を紹介し、
その学術的意義を再評価するとともに、古朴が依頼を受けて昭和52年（1977）に
調査と仏像修理を行った和歌山県高野町細川地区の文化財を紹介します。なかで
も細川八坂神社の仮面群は、室町時代前期に遡る一具同作の翁系面4面（翁・三番
叟・父尉・延命冠者）を含む重要なもので、今回が初公開となります。
　太田古朴は大学や行政機関に属さず、在野の立場で仏像を愛好し、その魅力を
発信し続けました。それは地域の埋もれた文化財にまなざしを向け、その価値を
所蔵者や愛好家に伝え、そのことで文化財の継承につなげていったものと評価で
きます。この企画展が、専門家のみならず、誰もが文化財を身近なものとして関
心を持ち、継承する人々を支え、そして伝えていく、これからの文化財保護のあ
るべきかたちを考える機会となりましたら幸いです。

鬼神面（上）・鬼面（下）
細川八坂神社蔵
南北朝～室町時代

細川阿弥陀堂での太田古朴
（右から2人目） 

翁（左上）・三番叟（右上）
父尉（左下）・延命冠者（右下）
細川八坂神社蔵　室町時代

和歌山県指定民俗文化財

奈良大学までの案内図

おお た  こ ぼく


